
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  不破高等学校 学校運営協議会  （第２回） 

 

２ 開催日時  令和４年１０月２８日（金） ９：３０～１２：００ 

 

３ 開催場所  不破高等学校ガイダンス室、各教室 

        開催にあたり、委員による授業参観を実施した。 

 

 

４ 参 加 者  会  長   竹内 治彦   岐阜協立大学学長 

              副 会 長     和田  満    垂井町教育委員会教育長 

委  員   中川 敏之   関ケ原町教育委員会教育長 （欠席） 

長谷川 妙子  関ケ原町教育委員 

林田 力    不破中学校校長 

小川 美紀子  宮代こども園園長 

吉田 茂喜   特別養護老人ホームいぶき苑施設長 

中村 美幸   地域住民代表（垂井町） 

髙木 淳一   ＰＴＡ会長        （欠席） 

高木 佐知子  地域住民代表（大垣市）  （欠席） 

                オブザーバー 富田 栄次     垂井町議会議長      （欠席） 

太田 佳祐     垂井町議会議員 

鉃井 宣人     NPO法人 泉京・垂井 

廣瀬 みどり   垂井町食生活改善協議会  （欠席） 

多和田 恵子   垂井町バドミントンスポーツ少年団 （欠席） 

                                                                 

              学 校 側     高木 岳      校長 

                          早野 宏樹     教頭 

                             竹中 淳二    事務長 

               臼井 澄人   教務部長  

                             鈴木 孝慈   生徒支援部長 

                                                 

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）公開授業について 

       

   意見１：参観した授業は一人一人を大切にしており、国語科としてのものの見方・考え方を

押さえられた授業だった。 

   意見２：生徒会や、先生方が一体となって言語環境を大切にすることについて取り組んでい

けるといい。 

 意見３： 生徒と先生方の関係が温かく、誠実に授業に向かわれていることの成果だと感じた。 

授業で生徒が「わかりません。」と挙手していた姿が印象に残りった。 



      意見４： 与えられたことについて対応するだけではなく、変化に対応することも必要である。

グループで課題を解いて学ぶということは、成長の段階で大切なことであり、仲間

意識も育むことができてよい。 

   意見５：ＩＣＴ機器を扱うことに慣れており、有効活用されている。注意すべき点として、 

先生方が機器だけに目が行ってしまうと生徒への様子に気付けなくなる。 

意見６： スポーツチャンバラ部は全国的にも珍しいので、地元地域と連携しながら取組を進

めていけるとよい。 

意見７： 道路交通法が変わり、自転車のヘルメット着用については、努力義務化された。 

制度が変わることの意味を考え、自身の身は自分で守ることを考えてほしい。 

     意見８： ホームページで使用する生徒名については、敬称を「さん」で統一してはどうか。 

       ⇒ 今後新たに掲載するものについては、敬称の使用について留意したい。 

   意見９： 部活動や資格取得等、生徒たちの取組を積極的に発信するとよい。 

 

 

６ 会議のまとめ 

第２回学校運営協議会では、本校の取り組みを公開し、委員の皆様からご意見等をいただいた。 


